
イプシロンロケットの開発について

1.はじめに
　わが国の宇宙開発の起源は，糸川英
夫博士らによるペンシルロケット実験

（1955 年）にさかのぼる．以来一貫し
て国産技術として英知の粋を集めた固
体ロケット開発は，やがて世界最高性
能と謳われた M-V ロケット（図 1）
として結実，小惑星探査機「はやぶさ」
を惑星空間に打ち上げるに至った

（2003年）．そして，いよいよ2010年夏，
待望のイプシロンロケット（図 2）の
開発が宇宙開発委員会にて承認され
た．これは同時に固体ロケットの新た
な 50 年のスタートを意味する．なぜ
なら，イプシロンロケットは，これま
でのロケット開発の慣性を超えて未来
を拓こうとしているからである．イプ
シロンロケットの目的には二つの重要
なポイントがある．一つは，急成長中
の小型衛星コミュニティーに対して高
頻度の打ち上げが可能な効率的輸送手
段を提供することである．このため，
イプシロンロケット開発では，打ち上
げ能力を今後見込まれる小型衛星ミッ
ションに必要十分な低軌道換算で 1.2t
に抑えつつ，射場での打ち上げ準備期
間を約 1 週間にまで短縮する計画であ
る（M-V ロケットは 47 日間）．これ
により，技術的には毎月のようにロ
ケットを打ち上げることが可能とな
る．まさに，高頻度で成果を得ようと
いう小型衛星のニーズに的確に応える
ものである．このような斬新な構想は，
射場での面倒な燃料充填が不要で，か
つ構造が簡単で部品点数の少ない固体
ロケットならではの芸当である．ペイ
ロードとしては，500kg サイズの科学
ミッションや地球観測ミッションが中
心になると考えているが，衛星だけで
なく探査機も小型化を進めている流れ
の中で，惑星探査も十分視野に入って
いる．
2. ロケット点検の自律化
　もう一つの目的は，輸送系の未来を
牽引するロケット技術の革新である．
このためにイプシロンロケットではさ
まざまな新しい取り組みを進めている
ところであるが，その中でも特筆すべ
きはロケット点検の自律化である．す
なわち，イプシロンではロケットの搭
載系を知能化して，これまでは地上か
ら人手を介して行っていた面倒な点検
作業を，これからはロケット自身に自
律的にさせようという構想である．史
上初の知能をもったロケットの誕生で
ある．ちなみに，ロケットの点検で最
も熟練の経験と手間を要するのは，エ

ンジンや制御器のバルブの健全性の確
認であり，このためにわれわれはバル
ブの応答の電流波形に基づき判定をし
ている．このような電流波形はロケッ
トにとってはまさに心電図のようなも
のであるが，周知のとおり，いまや心
電図の判定も自動化されていることは
心強い．なお，私たちはマハラノビス・
タグチ・メソッドという手法を用いて
自律点検の実現性に目途を得ている．
3. モバイル管制の実現
　このようなことができるようになれ
ば，ロケットの打ち上げの風景もずい
ぶんと変わってこよう．ロケットの管
制室には，これまで大がかりな管制装
置が何十台も置かれ，しかも 100 人近
くの人数で作業にあたってきた．まる
でお祭り騒ぎのようなその様はアポロ
時代となんら変わりない．それが，こ
れからはパソコン 1 台か 2 台の数人に
集約され，しかもネットワークにアク
セスさえできれば，極端に言うと世界
中のどこからでもロケットの管制がで
きるようになるのである（図 3）．ま
さに SF の世界が現実になろうとして
いるのだ．こうした夢のような打上げ
システムを私たちはモバイル管制と呼
んでいるが，やがて世界のロケット技
術の標準になるであろうと考えてい
る．ロケット管制のモバイル化は世界
でも例を見ない大きな挑戦であるが，
すでにプロトタイプモデルを作成し，
その有効性は実証済みである．こうし
て，「はやぶさ」だけでなく，私たち
はロケット開発でも世界の手本になろ
うとしているのである．
4. おわりに
　さて，イプシロンロケット開発であ
るが，キー技術の成熟度に応じて 2 段
階に分けて進める計画である．すなわ
ち，第 1 段階では開発コストを抑えつ
つ，自律点検やモバイル管制など世界
でも初となる革新技術の早期実証を図
るため試験機を 25 年度に打ち上げる．
一方，第 2 段階では抜本的な低コスト
化を進め，29 年度の打上げを目指し
て低コスト版イプシロンを実現すると
いう戦略である．民生部品のアビオ系
への適用など，産業界との連携もさら
に深めていきたい．目指す運用コスト
は 30 億円以下であるが，これはこの
クラスのロケットの今後の世界標準に
なると見込んでいる．すなわち，私た
ちは，打ち上げシステムの改革により
世界をリードするとともに，打ち上げ
コストでも世界の標準化を進めようと
いう構想である．
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図１　 M-V ロケット（後方）とイプシ
ロンロケット模型

図 2　イプシロンロケット打上げイメージ

図 3　モバイル管制イメージ
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